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明
治
初
期
に
来
日
し
、
横
須
劉
造
船
所
・
富
岡
製
糸
場
・
生
野
鉱
山

な
ど
の
官
営
産
業
施
設
に
勤
務
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
フ
ラ
ン
ソ
ワ
．

（
１
）

ウ
ジ
ー
ヌ
（
エ
チ
エ
ン
ヌ
）
・
マ
イ
エ
は
、
明
治
八
年
二
八
七
五
）
か

ら
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
ま
で
生
野
鉱
山
へ
勤
務
し
た
際
に
、
生

野
や
姫
路
地
域
で
発
生
し
た
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
の
様
子
を
観
察
し
、
そ

の
概
要
を
横
浜
で
発
行
さ
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
語
日
刊
新
聞
「
エ
コ

ー
・
デ
ゥ
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
一
八
八
○
年
五
月
十
一
日
号
に
発
表
し
て
い

（
り
】
）

た
こ
と
が
澤
護
氏
の
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
マ
イ
エ
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
、
澤
氏
に
よ

る
要
約
だ
け
が
知
ら
れ
る
の
み
で
、
実
際
に
マ
イ
エ
が
生
野
や
姫
路
地

域
で
見
た
コ
レ
ラ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
詳
細
の
把
握
が
な
さ
れ
な
い

ま
ま
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
本
楠
は
「
エ
コ
ー
・
デ
ゥ
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
に
マ
ィ
エ
が
発
表

し
た
報
告
の
全
文
を
訳
出
し
て
、
生
野
や
姫
路
地
域
で
発
生
し
た
コ
レ

ラ
の
概
要
に
つ
い
て
の
紹
介
を
試
み
た
い
と
思
う
。

は
じ
め
に

フ
ラ
ン
ス
人
医
師
マ
イ
エ
の
コ
レ
ラ
発
生
報
告

に
つ
い
て

Ｉ
生
野
・
姫
路
地
域
に
お
け
る
事
例

弧
長
泰
一

通
信
柵

一
八
八
○
年
五
月
十
日
横
浜

重
コ
ー
・
デ
ゥ
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
編
集
長
様

拝
啓
昨
年
、
貴
殿
は
コ
レ
ラ
の
予
防
策
と
し
て
、
私
が
銅
板
ベ
ル
ト
を
着

用
す
る
こ
と
を
助
言
し
た
覚
書
に
つ
い
て
出
版
す
る
こ
と
を
強
く
望
ま

れ
た
が
、
お
そ
ら
く
読
者
達
は
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
に
対
す
る
興

味
か
ら
貴
紙
を
読
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

生
野
の
総
人
口
は
お
よ
そ
四
千
五
百
人
で
あ
る
が
、
六
百
人
が
完
全

な
ベ
ル
ト
を
着
用
し
た
。
私
に
は
そ
の
数
は
解
ら
な
い
が
、
ほ
か
の
多

く
の
人
々
も
、
一
・
二
枚
だ
け
の
銅
板
を
着
用
し
て
い
る
。

重
症
の
コ
レ
ラ
患
者
が
四
十
五
人
、
そ
の
内
の
三
十
人
が
死
亡
し
た
。

五
十
人
以
上
が
軽
症
と
初
期
症
状
の
コ
レ
ラ
患
者
で
あ
る
。
私
は
全
て

の
患
者
を
見
た
が
、
肌
と
接
触
し
な
い
よ
う
に
銅
の
小
さ
な
長
衣
を
着

る
老
婦
人
と
コ
レ
ラ
の
発
症
後
に
四
分
の
一
の
ベ
ル
ト
を
着
け
た
婦
人

だ
け
し
か
銅
の
着
川
者
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
人
と

も
回
復
し
た
。

但
馬
地
方
で
は
多
く
の
人
々
が
銅
の
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
る
。
そ

の
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
銅
板
ベ
ル
ト
の
着
用
者
の
問
で
は
、

い
か
な
る
コ
レ
ラ
魁
者
の
発
生
も
な
い
と
す
る
医
師
の
報
告
が
あ
る
。

姫
路
の
人
口
は
二
万
人
で
あ
る
。
コ
レ
ラ
患
者
は
千
三
十
四
人
を
数

え
、
そ
の
内
で
六
百
八
十
八
人
が
死
亡
し
た
。
駐
屯
地
に
は
千
人
の
兵

訳
文
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隊
が
い
る
が
、
五
十
人
の
士
官
と
そ
の
家
族
、
少
な
く
と
も
二
百
人
が

銅
の
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
た
。
ま
た
百
五
十
人
の
下
士
官
と
そ
の
家

族
も
同
様
に
着
用
し
た
。
銅
板
着
川
の
命
令
は
同
じ
く
兵
隊
に
も
下
さ

れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
命
令
が
実
行
さ
れ
、
い
か
な
る
方
法
が
と
ら
れ

た
の
か
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
駐
屯
地
の
中
で
コ
レ
ラ

患
者
は
十
一
人
を
数
え
、
そ
の
内
で
六
人
が
死
亡
し
た
。
ま
た
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
人
の
下

士
官
は
銅
板
ベ
ル
ト
の
着
用
に
よ
っ
て
、
非
常
に
軽
い
症
状
の
コ
レ
ラ

で
あ
っ
た
。
町
の
中
で
は
十
五
人
だ
け
が
銅
板
の
配
布
を
受
け
、
こ
の

中
で
コ
レ
ラ
に
樅
っ
た
人
は
い
な
か
っ
た
。

生
野
と
そ
の
周
辺
で
な
さ
れ
た
経
験
か
ら
、
こ
の
方
法
の
価
仙
と
ョ

－
ロ
ッ
パ
主
に
イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
で
得
ら
れ
、
確
認
さ
れ
た
事
実

に
つ
い
て
、
あ
る
確
信
を
も
っ
て
、
結
論
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、
日
本
人
翻
訳
者
に
よ
る
誤
り
と
混
乱
を
提
示
す
る
こ
と
を

許
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
こ
の
ベ
ル
ト
は
二
枚
の
板
だ
け
で
橘
成
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
十
五
・
二
十
・
二
十
五
枚
が
続
け
て
糸
が
通
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

生
野
に
お
い
て
、
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
長
方
形
に
揃
え
ら

れ
、
身
体
に
ぴ
っ
た
り
す
る
よ
う
に
、
表
面
を
曲
げ
ら
れ
た
板
ベ
ル
ト

の
製
作
は
終
了
し
た
が
、
さ
ら
に
そ
こ
に
形
成
さ
れ
る
酸
化
物
の
除
去

と
皮
膚
の
炎
症
の
た
め
、
毎
日
こ
の
板
を
清
掃
す
る
こ
と
を
付
け
加
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
そ
れ
は
絶
え
ず
身
体
と
接
触
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
こ
れ
ら
の
板
は
金
屈
療
法
の
発
明
者
で
あ
る
ブ
ー
ク
矢

今
回
紹
介
し
た
『
エ
コ
ー
・
デ
ゥ
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
で
発
表
さ
れ
た
マ

ィ
エ
の
報
告
は
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
生
野
お
よ
び
姫
路
地

域
で
発
生
し
た
コ
レ
ラ
の
概
況
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
マ

ィ
エ
は
銅
が
コ
レ
ラ
に
対
し
て
の
予
防
効
果
が
あ
り
、
発
症
後
の
治
療

に
も
特
効
性
が
あ
る
こ
と
を
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
実
際
に
但
馬
地

方
で
は
銅
板
ベ
ル
ト
の
着
用
が
か
な
り
普
及
し
た
こ
と
も
記
述
し
て
い

る
。
マ
イ
エ
は
こ
の
報
告
文
を
作
成
後
、
約
十
年
に
及
ぶ
日
本
滞
在
を

終
え
、
フ
ラ
ン
ス
へ
帰
国
し
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い

る
マ
ィ
エ
自
身
の
文
章
記
録
は
本
報
告
の
み
で
あ
り
、
マ
イ
エ
の
活
動

実
態
を
把
握
す
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
文
献
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
幕

末
・
明
治
初
期
の
時
代
に
来
日
し
、
各
地
で
活
蹄
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
医

師
の
活
動
の
一
端
を
明
瞭
に
示
す
史
料
で
あ
り
、
事
実
関
係
に
つ
い
て

今
後
も
さ
ら
な
る
検
証
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

師
の
業
績
を
考
慮
す
る
こ
と
に
し
か
関
連
性
が
見
出
せ
な
い
。

ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
三
十
年
間
収
集
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
事
実
に

よ
り
、
銅
は
コ
レ
ラ
に
対
し
て
特
効
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は

天
賦
で
極
上
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
レ
ラ
の
予
防
策
と
病
気
が
明

白
と
な
っ
た
時
の
治
療
法
と
し
て
、
再
度
、
私
は
銅
を
推
薦
す
る
こ
と

を
た
め
ら
わ
な
い
・

敬
具

マ
イ
エ
医
師

（
「
エ
コ
ー
・
デ
ゥ
・
ジ
ャ
ポ
と
一
八
八
○
年
五
月
十
一
日
号
）

お
わ
り
に
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な
お
本
稿
で
は
生
野
お
よ
び
姫
路
地
域
で
発
生
し
た
コ
レ
ラ
に
対
す

る
マ
イ
エ
の
認
識
を
紹
介
す
る
に
止
ま
り
、
医
史
学
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
で
き
て
い
な
い
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
諸
先
学
の
御
教
示
を
お
願

い
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
２
）
澤
護
『
お
雇
い
フ
ラ
ン
『

研
究
所
、
千
葉
一
九
九
一

（
１
）
須
長
泰
一
「
富
岡
製
糸
場
の
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
に
つ
い
て
」
「
群
馬
文

化
」
二
五
四
号
、
四
四
～
四
五
頁
、
一
九
九
八

（
２
）
澤
護
『
お
雇
い
フ
ラ
ン
ス
人
の
研
究
』
二
七
七
頁
、
敬
愛
大
学
経
済

言士
口圭

夛
畠
○
ロ
の
』
①
自
〆

門
へ
四
目
〕
心
の
Ｑ
①
吋
国
』
①
周
①
ぐ
○
こ
め
画
く
①
頃
ご
話
ご
く
Ｃ
巳
巨
昌
〕
こ
こ
耐
Ｈ
，
巨
巨
の
己
（
）
芹
①
Ｑ
四
二
の
一
ｍ
昌
匡
座
一
①
］
①
○
○
口
、
の
一
巨
巴
め
』
、
四
、
星
）
－
９
ユ
①
亘
煙
〔
苣
①
、
Ｑ
の

■
０
Ｊ

○
二
旨
ぐ
門
，
①
①
。
○
の
冒
邑
計
匡
吋
①
》
○
○
国
〕
ご
］
の
で
『
の
⑩
①
Ｈ
ご
画
匡
玲
ユ
巨
○
茸
（
）
一
小
鹿
’
四
．
用
〕
の
巨
庁
，
の
↓
目
の
ぐ
○
⑩
一
の
、
庁
①
匡
【
⑮
］
昌
碕
○
国
骨
‐
こ
め
画
く
の
○
］
己
弄
か
胃
’
か
芹
一
①
妨
吋
心
ｍ
巨
一
計
画
含
め

、

（
二
耳
①
己
屋
切

津
房
○
戸
目
○
）
尽
冒
）
で
昌
釦
目
旨
８
国
一
①
の
里
旦
、
①
ロ
弓
員
（
）
ロ
躁
巴
（
）
・
堕
〆
、
の
貝
い
］
〕
の
『
．
め
○
目
〕
①
、
（
〕
ヨ
ロ
目
融
旦
①
の
ら
①
冒
言
忌
め
の
（
）
冒
亘
陣
の
の
一

一
〕
の
津
ロ
○
○
こ
己
・
『
四
二
庁
円
の
砂
で
の
局
⑳
（
〕
国
二
①
⑩
善
・
○
邑
庁
］
旨
い
ロ
○
Ｈ
’
の
一
①
己
（
）
ご
〕
ず
Ｒ
①
》
（
）
二
庁
畠
〕
（
）
目
，
計
心
匡
ロ
①
○
ニ
ユ
①
匡
〆
で
二
四
二
匡
の
、
、
①
匡
一
の
己
］
①
己
計
．

甲
、
■

Ｚ
（
）
こ
め
画
く
○
口
の
①
□
ｓ
ｏ
四
め
い
同
画
く
の
印
口
の
、
－
５
芯
〕
画
画
く
①
の
ぎ
ョ
（
）
【
前
曾
亘
こ
の
巳
①
ｇ
ｏ
四
切
示
胆
閏
の
輿
の
胃
）
赤
『
旨
の
い
，

（
伊
勢
崎
市
教
育
委
員
会
）

⑦
Ｃ
罰
弱
国
の
弓
①
ｚ
己
医
ｚ
ａ
国

巨
○
易
］
２
邑
巴
〕
吊
只
耐
昌
烏
一
、
岡
ミ
ミ
ミ
二
ミ
ミ
筒

目
（
）
宮
澤
国
冒
酔
己
］
冨
巴
屍
、
つ
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］
、
幽
當
く
匡
弄
○
こ
の
○
の
⑳
］
〕
〕
四
一
四
・
①
的
①
庁
ロ
、
四
声
庁
吋
○
口
く
の
○
○
一
コ
ご
〕
の
で
Ｃ
『
計
①
〔
胃
め
こ
⑦
○
ロ
』
ご
〕
，
①
二
〔
一
巨
巨
の
く
一
の
一
二
①
命
の
ロ
］
二
〕
の
ご
戸
一
．
一
の
Ｑ
、
匡
邑
己
①
ご
芹

１

両

⑳
○
四
℃
ロ
一
四
一
』
ｈ
の
①
こ
の
亘
〕
ぐ
目
の
替
口
○
口
の
二
，
○
．
庁
騨
の
詳
凹
く
の
、
一
四
℃
⑦
四
巨
．
①
庁
匡
ロ
の
四
二
〔
局
①
【
の
ご
〕
己
］
の
四
》
『
四
巨
弄
ご
］
］
め
匡
己
二
二
祁
冒
‐
庁
Ｑ
①
○
の
一
二
斤
二
門
の
四
口
『
の
ｍ
Ｊ

Ｆ

－
、
旨
く
画
的
５
］
〕
ユ
の
置
冒
四
面
島
の
、
弓
○
員
①
の
苛
め
Ｑ
①
巨
〆
○
具
旦
巨
吊
駕
め
い
屋
①
国
．

Ｌ
Ｌ
■

ロ
曾
勗
一
四
胃
（
）
く
目
ｎ
の
Ｑ
①
弓
山
圃
冒
目
ゞ
ウ
の
曽
扁
○
匡
己
Ｑ
①
で
①
尻
○
］
旨
の
⑱
○
二
ご
〕
（
）
胃
’
芯
Ｑ
①
印
の
①
三
目
Ｈ
①
⑳
．
・
房
］
〕
、
画
一
官
［
の
］
］
⑳
画
く
○
一
］
’
一
①
口
○
ヨ
ー
〕
一
‐
角

〕
ご
画
昌
切
］
の
的
画
吊
で
四
声
‐
一
①
砂
胃
’
四
℃
で
○
局
庁
⑳
Ｑ
①
の
己
］
心
旦
の
○
目
〕
め
ロ
ロ
、
竺
口
①
印
、
の
の
庁
で
局
、
い
①
］
］
庁
の
四
口
の
巨
二
の
凹
め
・
の
○
一
】
○
一
ｍ
『
四
℃
四
国
弓
一
一
①
、
口
○
『
骨
①
匡
討
砿
（
一
の

｛
）
一
四
ｃ
屋
①
印
①
こ
の
ご
舅
刊
誌
①
．

シ
雷
冒
威
ユ
芦
昌
四
壱
Ｃ
官
二
胃
一
○
口
の
留
旦
の
ご
）
二
一
秒
己
の
ｍ
，
○
〕
］
四
Ｇ
Ｃ
ｐ
５
忌
胃
・
つ
壁
ｎ
画
の
ユ
①
、
弓
○
一
９
画
里
つ
麗
冒
Ｃ
耳
⑳
．
斥
一
晦
豐
，
昌
妨
（
）
二

○
○
二
］
で
骨
の
』
三
三
］
］
○
室
ご
〕
〕
①
の
当
酊
（
）
（
）
一
罰
、
』
①
忌
め
の
庁
一
①
戸
弓
の
閉
四
国
〕
竺
一
①
の
》
ぬ
○
諄
い
一
つ
己
の
【
⑱
○
二
己
の
め
》
聾
ロ
己
〕
』
ロ
］
口
］
匡
］
ご
》
○
コ
芹
口
○
『
庁
、
ユ
①
、
の
い
○
の
員
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